
第４６回（公社）砂防学会シンポジウム 開催案内

テーマ「岩手・宮城内陸地震からの復興と未来への継承」

１．目 的
２００８年６月１４日に発生した岩手・宮城内陸地震は，
内陸直下型地震として両県に激甚な土砂災害をもたらし
ました。移動土砂量が約７，０００万 m３にも及ぶ荒砥沢地す
べりや大規模な崩壊や河道閉塞など，多様な種類の土砂
災害が各所で発生し大きな被害を与えました。６年目を
迎えた現在も，膨大な土砂が斜面や河道に残置している
箇所も多く，二次的な災害の危険性が指摘されています。
地震発生直後から国，県，市町村など懸命な緊急災害

対策が行われました。また，本格的な災害復旧対策が着
実に実施されています。その後も２０１１年の東日本大震
災など大規模な災害を起こす地震が相次いで発生してい
ます。これらの地震による土砂災害の発生予測技術の構
築や二次災害防止手法の検討など，今後の地震による災
害対策へ向けて新たな展開が望まれます。一方，本地域
では栗駒山の崩壊地形等を活かした地域づくりや災害を
語り継ぐ防災教育などが進められています。
本シンポジウムでは，今回の地震による災害から得ら

れた６年間の取り組みを振り返り，今後の復興と減災に
活かすことを目的として討論します。なお，本シンポジ
ウムは，技術者 CPD（継続教育）履修実績として申請
することができます。

２．日 程
平成２６年１０月８日�～９日�

３．開催地
宮城県栗原市ほか

４．会 場
シンポジウム エポカ２１

〒９８９―５６１２
宮城県栗原市志波姫新熊谷２７９―２
（TEL．０２２８―２３―００２１ FAX．０２２８―２３―００２０）

意見交換会 同上

５．プログラム（案）
（１）シンポジウム
受 付 １２：３０～１３：３０
開 会 １３：３０～１３：４０
基調講演 １３：４０～１４：２０
講 師 佐藤 勇（栗原市長）
テーマ「平成２０年岩手・宮城内陸地震への対

応と復興に向けて（仮）」
話題提供 １４：２０～１６：００
（１）東出 成記（国土交通省東北地方整備局

北上川下流河川事務所長）
（２）内田 太郎（国土技術政策総合研究所砂

防研究室 主任研究官）
（３）飯島 康夫（東北森林管理局宮城北部森

林管理署 宮城山地災害復
旧対策室長）

（４）金澤 大樹（栗原市耕英行政区長）
（５）伊藤 英之（岩手県立大学総合政策学部

教授）

休 憩 １６：００～１６：１０
パネルディスカッション

１６：１０～１７：４０
コーディネーター 井良沢道也（岩手大学教授）
パネリスト 佐藤 勇，東出 成記

内田 太郎，飯島 康夫
金澤 大樹，伊藤 英之

閉 会 １７：４０～１７：４５
（２）意見交換会

１８：００～
（３）現地見学会（１０月９日）
※現地見学箇所は，宿泊先の場所を考慮し，下記
のとおり２ルートを設定しております。

※工事施工現場のため，各自でヘルメットと長靴
等の用意をお願いします。若干数のヘルメット
は現場でお貸ししますが，長靴等については，
適宜，各自で対応願います。

＜温湯ルート＞
○８：３０温湯山荘出発→湯浜砂防堰堤工事現場・
天然ダムの見学→１２：３５くりこま高原駅解散

※湯浜砂防堰堤工事現場は，現場詰所より徒歩で
往復１００分程度かかります。

＜エポカルート＞
○９：００ホテルエポカ出発→裏沢川砂防堰堤工事
現場の見学→荒砥沢ダム（大規模滑落崖）の見
学→１２：３５くりこま高原駅解散

６．参加費
（１）シンポジウム 一般３，０００円，学生１，０００円

講演集：１，０００円
（参加費に講演集は含まれません。別途，お買
い求め願います）

（２）意見交換会 ６，０００円
（３）現地見学会（１０月９日）

４，０００円（昼食含まず）

７．主 催
・第４６回（公社）砂防学会シンポジウム実行委員会
委員長：井良沢道也（岩手大学）
委 員：伊藤 英之（岩手県立大学）
委 員：磯部 良太（国土交通省東北地方整備局河川部）
委 員：東出 成記（東北地方整備局北上川下流河川

事務所）
委 員：岸 功規（林野庁東北森林管理局計画保全部）
委 員：飯島 康夫（東北森林管理局宮城北部森林管

理署）
委 員：小杉 徳彦（宮城県農林水産部森林整備課）
委 員：橋本 喜次（宮城県土木部防災砂防課）
委 員：松尾新二朗（（株）日本工営）
委 員：杉浦 信男（（公社）砂防学会事務局）

・後援（予定）
国土交通省，林野庁，宮城県，宮城県砂防協会

・協賛（予定）
（一社）全国治水砂防協会，（一財）砂防・地すべり技術
センター，（一財）砂防フロンティア整備推進機構，（一
社）斜面防災対策技術協会，（一財）河川情報センター
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８．参加申し込み等
◇お申し込み方法
シンポジウムおよび意見交換会，現地見学会の参加と

宿泊申し込みの受付事務局は，本実行委員会が委託する
（株）阪急阪神ビジネストラベルが担当いたします。別紙
の申込用紙に必要事項を全てご記入頂き，ファックスま
たは郵送にて参加申込受付事務局までお申し込み下さい。
申込用紙は学会ホームページより入手できます。お申し
込みの受付は本誌発行日より開始します。ただしシンポ
ジウムのみの参加は当日申し込みも可能です。
申込用紙到着後，参加申込受付事務局より E-mailま

たはファックスにて受付受領の返信をいたします。受付
受領の返信がない場合は参加申込受付事務局までお問い
合わせ下さい。
◇申込締切日
・シンポジウム，意見交換会：平成２６年９月１６日�
・現地見学会

実行委員会が指定する宿泊先を利用する場合：
平成２６年９月８日�

当日，出発地に集合する場合：
平成２６年９月１６日�

※宿泊は現地見学会参加者の予約受付を優先し，満員
になり次第締切らせて頂きますので，予めご了承下
さい。

◇お支払方法
�９月２４日�までにご請求書を郵送いたします（振
込口座はご請求書にてご案内させて頂きます。２４日
までに届かなければご連絡下さい）。
�ご請求金額を９月３０日�までにお振り込み下さい
（振込手数料はお客様負担でお願いします）。
※シンポジウムに参加せず講演集のみを希望される方
は，参加申込用紙に希望部数と「講演集のみ」とご記
入の上，ファックスまたは郵便でお申し込み下さい。

◇取り消し，変更について
お客様のご都合で予約を取り消し，変更される場合，

ご入金後は「返金いたしません」のでご注意の程お願
いいたします。また期日までにお振り込みがなかった
場合には予約は無効となります。
※予約の取り消し・変更のお申し込みは，「変更」申
込用紙を参加申込受付事務局にお早めにファックス
にてお送り下さい。「変更」申込用紙到着後，参加
申込受付事務局より E-mailまたはファックスにて
変更受領の返信をいたします。取り消し・変更受領
の返信がない場合は参加申込受付事務局までお問い
合わせ下さい。電話のみによるご連絡はトラブル防
止のためご遠慮下さい。

９．お問い合わせ先，お申し込み先
☆ 運営事務局

〒１０２―００９３ 東京都千代田区平河町２―７―５砂防会館
（公社）砂防学会事務局／杉浦・大久保
TEL：０３―３２２２―０７４７ FAX：０３―３２３０―６７５９
E-mail : sabou@js5.so-net.ne.jp

☆ 参加申込受付事務局
株式会社 阪急阪神ビジネストラベル
東日本営業本部 東京第一支店

「第４６回（公社）砂防学会シンポジウム」係
〒１０５―０００４ 東京都港区新橋３―３―９

KHD東京ビル５F
TEL：０３―６７４５―７３８７ FAX：０３―６７４５―７３９１
［営業時間］ 平日：午前９時３０分～午後５時３０分

（土・日・祝日休業）
第三グループ 団体担当者／内山・南澤・田辺

１０．会場までのご案内

○駐車場はホテルエポカの前に無料駐車場があります。

（３）
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申込
記号

部屋
タイプ

旅 行 代 金 備 考

シングル
�

エキストラツイン
�

ツイン
�

スペシャルツイン
�

東北新幹線「くりこま高原駅」東口に隣接

A 洋 室 ７，０００円 ９，７００円 １０，６００円 １５，５００円

申込記号 部屋タイプ 旅 行 代 金 備 考

B
和 室

１０帖部屋，４名利用 ７，０００円
エポカ２１から送迎バスをご利用下さい。
所要時間約５０分

第４６回（公社）砂防学会シンポジウム 宿泊のご案内

このたび，平成２６年１０月８日�～９日�の２日間，エポカ２１にて「第４６回（公社）砂防学会シンポジウム」が開催
されます。シンポジウム・意見交換会・現地見学会の参加申込を，	阪急阪神ビジネストラベルで担当させて頂くこと
になりました。

つきましては，全国各地より参加される皆様方に宿泊プランのご案内を申し上げます。

１．現地見学会２コースと宿泊先

現地見学箇所は温湯ルートとエポカルートの２コースを設定しております。温湯ルートをご希望される場合の宿泊先

は「温湯山荘」を，また，エポカルートをご希望される場合は「ホテルエポカ」をご利用頂けます。現場見学会の見学

箇所を考慮して宿泊先を選定して下さい。

※意見交換会終了後，２０時に「温湯山荘」行の送迎バスをご用意しております。所要時間は約５０分です。「温湯山荘」

に宿泊されない現地参加者は，出発時刻までに集合場所に集合して下さい。

※宿泊は現地見学会参加者の予約受付を優先し，満員になり次第締切らせて頂きますので，予めご了承下さい。

２．お申し込み方法

お申し込みは，別紙のお申込書に必要事項を全てご記入頂き，FAXまたは郵送にてお申し込み下さい。

� 宿泊予約の回答は，受付順にて予約完了後，シンポジウム開始前およそ２週間前までに宿泊予約確認書・請求書

等を送付いたします。

� ご希望の宿泊先で配宿できた場合は，各種確認書の送付をもってご回答となります。事前にご回答はいたしませ

んので，予めご了承下さい。

３．ご宿泊のご案内

○ホテルエポカ

表示の旅行代金は，１泊朝食付，税金およびサービス料を含むお１人様・ご１泊あたりの宿泊代金です。

○温湯山荘

表示の旅行代金は，１０帖部屋，４名利用，１泊朝食付，税金およびサービス料を含むお１人様・ご１泊あたりの代金

です。
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宿泊日

１０／８

取消日 ２１日前
まで

２０日目～８日目の
解除

７日目～
前々日

前日 当日の解除
（１７時まで）
※右記除く

旅行開始後，
無連絡（不泊）

取消料 無料 旅行代金の２０％ 旅行代金
の３０％

旅行代金
の４０％

旅行代金
の５０％

旅行代金
の１００％

◆ 本ツアーは受注型企画旅行にて承ります。
※営業時間外の変更・取消は翌営業日扱いとなりますので，ご注意下さい。

４．申込締切日

平成２６年９月８日� １７：００ ※宿泊は満員になり次第締め切らせて頂きます。

５．お支払方法

９月中旬より宿泊予約確認書・請求書等を発送いたします。受領後，請求書に記載の指定口座にお振り込み下さい（振

り込み手数料は，お客様ご負担になります）。

※入金締切日：平成２６年９月３０日�

６．変更・取消について

◆変更・取消の場合は，お早めに FAXにて，ご連絡をお願いします（お電話でのお申し込みはお受けできません）。

◆お申し込み後の取消は，下記のとおり取消料を申し受けます。下記取消料を差し引いた残金を後日ご返金いたします。

（取消日：宿泊開始日の前日から起算してさかのぼって）

７．個人情報の取り扱いについて

お送り頂きました個人情報については，連絡のために利用させて頂くほか，お申し込み頂いた旅行において運送・宿

泊機関等が提供するサービスの手配・受領のための手続き，あるいは当シンポジウムの円滑な運営のために必要な範囲

内で利用します。

８．お問い合わせ・申込書送付先

株式会社 阪急阪神ビジネストラベル
東日本営業本部 東京第一支店「第４６回（公社）砂防学会シンポジウム係
〒１０５―０００４ 東京都港区新橋３―３―９ KHD東京ビル５F
TEL：０３―６７４５―７３８７ FAX：０３―６７４５―７３９１
［営業時間］ 平日：午前９時３０分～午後５時３０分（土・日・祝日休業）
第三グループ 団体担当者 内山・南澤・田辺

（７）


